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(57)【要約】
　【解決手段】　２次元表示スクリーン上に特別なフィ
ルタやオーバーレイを使用したり、アイウェアを使用す
ることなく、当該表示スクリーン上に３次元画像を提供
する方法と装置。異なる焦点を有する画像がピクチャと
して表示され、当該ピクチャが高速で切替えられること
により、ヒトの眼は自動的に連続した各ピクチャに焦点
を合わせるように調節される。各ピクチャは連続して提
供されるので、視聴者は表示装置が異なる奥行き平面で
画像を表示していると認識する。奥行き平面の数は実施
形態間で異なる。
　【選択図】　　　図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　出力ストリームを生成する方法であって、
　第１の焦点に焦点を合わせる工程と、
　前記第１の焦点に対応する第１の被写界深度を有する第１のフレームをキャプチャする
工程と、
　前記第１の被写界深度とは異なる第２の被写界深度を有する、少なくとも一つの第２の
連続した画像をキャプチャする工程と、
　前記第１フレームの後に前記第２の連続した画像の少なくとも一部を配置する工程と、
　を有し、
　前記第１フレームおよび前記第２の連続した画像は出力ストリームを形成する、
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、
　前記第２の連続した画像をキャプチャする工程は、第２の焦点に焦点を合わせている間
に前記第２フレームをキャプチャする工程を有し、
　前記第１焦点に焦点を合わせる工程は、画像キャプチャ装置の口径を設定する工程を有
し、
　前記第２焦点に焦点を合わせる工程は、前記画像キャプチャ装置の口径を変化させる工
程を有する
　ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法において、
　第１の連続した画像をキャプチャする工程は時刻Ｔ１で実行され、
　前記第２の連続した画像をキャプチャする工程は時刻Ｔ２で実行される
　ことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項３記載の方法において、さらに
　前記第１焦点に再度焦点を合わせる工程と、
　前記第１の被写界深度を有する第３の連続した画像をキャプチャする工程と、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法において、前記第１焦点に再度焦点を合わせる工程は、前記時刻
Ｔ２後に実行されることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１記載の方法において、
　前記第２の連続した画像をキャプチャする工程は、第２の焦点で焦点を合わせている間
に第２フレームをキャプチャする工程を有し、
　前記第１の焦点に焦点を合わせる工程は、第１の時刻で動的に画像キャプチャ装置の焦
点を再度合わせる工程を有し、
　第２焦点に焦点を合わせる工程は、第２の時刻で動的に前記画像キャプチャ装置の焦点
を再度合わせる工程を有する
　こと特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１記載の方法において、さらに、
　少なくとも前記第１および第２のフレームの明度を変更する工程を有することを特徴と
する方法。
【請求項８】
　請求項１記載の方法において、第１の画像とは異なる焦点距離で第２画像がキャプチャ
されることを特徴とする方法。



(3) JP 2013-514004 A 2013.4.22

10

20

30

40

50

【請求項９】
　出力ストリームを生成する方法であって、
　第１の焦点に焦点を合わせる工程と、
　前記第１の焦点に対応する第１の奥行き平面を有する第１フレームをキャプチャする工
程と、
　前記第１の被写界深度とは異なる第２の被写界深度を有する、少なくとも一つの第２の
画像をキャプチャする工程と、
　前記第１の画像フレームの第１部分の後に第２の連続した画像の少なくとも一部を配置
する工程と、
　前記第２の連続した画像の少なくとも一部分の後に第１の連続した画像の第２の部分を
配置する工程と、
　前記第１の画像フレームおよび前記第２の画像フレームを一群にグループ化する工程と
、
　前記ピクチャ群を圧縮して出力ストリームを形成する工程と
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項９記載の方法において、
　前記ピクチャ群を圧縮して出力ストリームを形成する工程は、
　前記第１フレームと前記第２の連続した画像との間に配置される少なくとも一つのＰフ
レームを生成する工程を有し、
　前記少なくとも一つのＰフレームは、前記第１フレームと前記第２の連続した画像のう
ち少なくとも一つとの間の被写界深度をの変化に基づいて暗号化される
　ことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　３次元画像をシミュレートする出力ストリームを処理する方法であって、
　前記出力ストリームを受信する工程と、
　前記出力ストリーム内の、第１の被写界深度に対応する第１の画像を表示する工程と、
　第１の移行時間後に、前記出力ストリーム内の、第２の被写界深度に対応する第の２画
像を表示する工程と、
　第２の移行時間の後に、前記出力ストリーム内の、前記第１の被写界深度に対応する第
３の画像を表示する工程とを有し、
　前記第１および第２の移行時間により、前記第１および第２の被写界深度の間でヒトの
眼は再度焦点に合せることが可能となり、それによって、視聴者は３次元画像を認識する
　ことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法において、前記第１および第２の移行時間は２５分の１秒より
短いことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の方法において、前記出力ストリームは１秒あたり少なくとも６０画
像を含んでいることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１１に記載の方法において、さらに、
　前記第１画像と前記第２画像との間に少なくとも一つの圧縮されたフレームを表示する
工程を有することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法において、前記少なくとも一つの圧縮されたフレームは前記第
１の被写界深度と前記第２の被写界深度との間の変化を滑らかにすることを特徴とする方
法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法において、第１、第２および第３画像を表示する工程は、少な
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くとも６０Ｈｚのリフレシュレートを有するテレビ受像機によって実行されることを特徴
とする方法。
【請求項１７】
　多数の連続した画像をキャプチャする装置であって、
　第１の画像キャプチャ要素と、
　第２の画像キャプチャ要素と、
　前記第１の画像キャプチャ要素と光学的に結合される第１レンズと、
　前記第２の画像キャプチャ要素と光学的に結合される第２レンズと、
　少なくとも前記第１の画像キャプチャ要素および前記第２の画像キャプチャ要素を包囲
するハウジングと、
　を有し、
　前記第１および第２の画像キャプチャ要素は、実質的に同時に第１および第２の画像を
キャプチャし、
　前記第１および第２の画像は結合されて、可変被写界深度を有する画像を生成する
　ことを特徴とする装置。
【請求項１８】
　請求項１９に記載の装置において、さらに、
　第１レンズと第２レンズの間に位置する移行点を有し、
　当該装置は、移行点が中心になるように第１画像キャプチャ要素を通した画像を調節す
るように作動する
　ことを特徴とする装置。
【請求項１９】
　出力ストリームを生成する方法であって、
　第１の画像をキャプチャする工程と、
　第２の画像をキャプチャする工程と、
　第３の画像をキャプチャする工程と、
　少なくとも前記第２び画像の一部の明度を変化させる工程と、
　前記第１、第２および第３の画像を一群のピクチャにグループ化する工程と
　を有し、
　前記第１および第３の画像は、第１の焦点および第１の焦点距離のうち少なくとも一つ
を共有し、
　前記第２画像は、第２の焦点および第２の焦点距離のうちの少なくとも一つを有し、
　前記ピクチャ群は表示されたときに、３次元画像をシミュレートする
　ことを特徴とする方法。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の方法において、前記第２の画像の少なくとも一部分の明度は、前記
第２の画像内の被写体を強調することを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　特許協力条約に基づく本特許出願は、２００９年１２月１１日付けで出願された、「Ｔ
ｈｒｅｅ－Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ　Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　ａｎｄ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　Ｕｓｉｎｇ　Ｎｅａｒ－ａｎｄ　Ｄｉｓｔａｌ－Ｆｏｃｕｓｅｄ　Ｉｍａｇ
ｅｓ（近位および遠位に焦点が合わされた画像を用いた３次元記録表示装置）」と題する
米国特許出願第１２／６３６，５７０号に対して優先権を主張し、その内容は、この参照
により本明細書に全て組み込まれる。
【０００２】
　本技術分野は、３次元画像をシミュレートできる表示システムや方法論に関し、より具
体的には、近位および遠位に焦点が合わされた画像を用いることによって、３次元画像を
シミュレートできる表示システムや方法論に関する。さらに、画像キャプチャ装置または
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システムにおける適応性のある開口および／または焦点設定を用いることで３次元画像を
シミュレートできる表示システムや方法論に関する。
【背景技術】
【０００３】
　よく知られた２次元表示形式のテレビジョン受像機は、１９３０年代から存在しており
、早期に具体化されたものは１８００年代後半から存在している。映画は、もっと長い期
間存在している。それらの始まりから多くの前進があるにもかかわらず、テレビ受像機や
フィルム技術は概して２次元表示に閉じ込められている。
【０００４】
　近代技術においては、特殊眼鏡を使用することによって、平坦な２次元表面（例えばテ
レビ受像機や映写幕）に３次元表示をシミュレートする試みも見られる。３次元表示をシ
ミュレートする他の試みは、表示面や表示装置にオーバーレイを配置することに依存する
。さらに、別の試みでは表示装置と一体化された特殊スクリーンが必要となる。家庭にお
いてテレビ受像機、映写機、およびその他のビデオ表示装置は急増しているため、多くの
消費者は、３次元シミュレートされた番組を見るために新しい装置を購入するを躊躇する
と考えられる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一の実施形態は、出力ストリームを生成する方法の形態を採り、当該方法は、第１の焦
点に焦点を合わせる工程と、前記第１の焦点に対応する第１の被写界深度を有する第１の
連像した画像をキャプチャする工程と、第２の焦点に焦点を合わせる工程と、前記第１の
被写界深度とは異なる第２被写界深度を有し、且つ前記第２焦点に対応する第２被写界深
度を有する第２の連続した画像をキャプチャする工程と、前記第１の連続した画像の第１
の部分の後に、前記第２の連続した画像の少なくとも一部分を配置する工程と、前記第２
の連続した画像の少なくとも一部分の後に、前記第１の連続した画像の第２の部分を配置
する工程とを含み、前記第１の連続した画像の第１部分と、前記第２の連続した画像の少
なくともの一部分と、前記第１の連続した画像の第２部分とは出力ストリームを形成する
ものである。
【０００６】
　別の実施形態は、出力ストリームを生成する方法の形態を採り、当該方法は、口径およ
び第１の焦点に焦点が合わされた少なくともの一つのレンズを有する画像キャプチャ装置
の焦点を合わせる工程と、前記第１の焦点において第１の被写界深度を有する場面の第１
画像をキャプチャする工程と、前記画像キャプチャ装置の口径を第１の口径から少なくと
も一つの第２の口径に調節する工程と、少なくともの一つの第２の口径のそれぞれに対し
て前記第１の焦点における場面の第２画像を少なくとも一つキャプチャする工程とを含み
、前記第１の口径と少なくともの一つの第２の口径により、第１焦点に対応する多数の被
写界深度における場面がキャプチャされるものである。
【０００７】
　他の実施形態は、出力ストリームを表示する方法の形態を採り、当該方法は、前記出力
ストリームを受信する工程と、前記出力ストリーム内の第１の被写界深度に対応する第１
の画像を表示する工程と、第１の移行時間後に、前記出力ストリーム内の、第２の被写界
深度に対応する第２の画像を表示する工程と、第２移行時間後に、前記出力ストリーム内
の、前記第１の被写界深度に対応する第３の画像を表示する工程とを有し、前記第１およ
び第２の移行時間により、前記第１および第２の被写界深度の間でヒトの眼は再度焦点を
合わせることが可能となる。
【０００８】
　さらに他の実施形態は、多数の連続した画像をキャプチャする装置の形態を採り、当該
装置は、第１の画像キャプチャ要素と、第２の画像キャプチャ要素と、前記第１の画像キ
ャプチャ要素と光学的に結合される第１レンズと、前記第２画像キャプチャ要素と光学的
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に結合される第２レンズと、少なくとも第１の画像キャプチャ要素および第２の画像キャ
プチャ要素を包囲するハウジングとを含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１Ａ】図１Ａは、あるサンプルの状況の画像をキャプチャするためのシステムの一例
を図示する。
【図１Ｂ】図１Ｂは、一緒に撮られ、ピクチャや「ＧＯＰ」の集合を形成するフレーム群
を示している。
【図２】図２は、図１Ａの実施形態によって行われる工程を表したフローチャートである
。
【図３】図３は、異なる奥行き平面での多数の連続した画像をキャプチャするために用い
られるカメラ３００の別の実施形態を示している。
【図４】図４は、エンドユーザが見るために出力ストリーム４００の送信を可能にする一
般化された状況を示している。
【図５】図５は、３次元画像をシミュレートするために表示装置に連続して表示される３
枚のピクチャを示している。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　Ｉ．序論および定義
　概して、本明細書に記載される実施形態は、さらに以下に定義されるように、テレビ受
像機、コンピュータモニタ、ヘッドアップ表示装置、映画館のスクリーン、ビデオ眼鏡、
といった表示装置上にシミュレートされた３次元ピクチャを提供する。少なくとも一実施
形態において、任意の時点における所定のシーンの多数の画像キャプチャを提示すること
によって（以下、各画像キャプチャを「フレーム」、所定の時点におけるシーンの画像キ
ャプチャの集合を「ピクチャ」とする）、シミュレートされた３次元画像が生成される。
上記各フレームは、焦点、明度および／または任意の焦点における被写界深度において前
後のフレームとは異なり、また、上記各ピクチャは、ピクチャの総フレームの観点からみ
ると、時間、焦点距離、明度、被写界深度、動きの有無などにおいて前後のピクチャとは
異なる。さらに、ある場面がキャプチャされた各画像、および、そのようなキャプチャに
対応するピクチャとフレームは、焦点距離、認識された視野角（例えば、所定の基準位置
の左または右）、高さ（例えば、所定の基準平面の上または下）などによって、場面の描
写全体を通して変わる。
【００１１】
　所定のピクチャに対する各フレームは、１若しくはそれ以上のピクチャの提示と共に、
任意の連続性、任意の周期および任意の継続時間で提供される。前述のフレーム対フレー
ムおよび／またはピクチャ対ピクチャにおいて実現されたように、焦点、明度、被写界深
度および／または動きの有無によって、所定の場面描写における変化が生じる。このよう
な変化に対してヒトの眼が自動的に調整されることが望ましく、その結果、対応するヒト
の脳が異なる詳細度および／または動きのレベルで所定の画像および／または所定の場面
を知覚して、ヒトの脳のにおいて、所定の画像および／または場面の３次元に認識された
視界となる。
【００１２】
　ピクチャと当該ピクチャに対応するフレームが提示されると、画像を表示するのと同様
に、動画ビデオの場合には対応する動きを含んでいるのと同様に、視聴者は、表示装置が
異なる被写界深度の画像（本明細書では「奥行き平面」と呼ぶ）を表示していると認識す
る。奥行き平面の数は、実施形態間で異なるし、ピクチャ間での動きの有無によって異な
る。また、前述の動きが存在する場合は、連続したピクチャ間における、視覚的に認識可
能な画像要素における変化率は異なる。
【００１３】
　概観を続けると、適切に構成された画像キャプチャ装置（以下「カメラ」）は、異なる
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焦点、明度および／または被写界深度の場面の画像（静止画または動画）をキャプチャす
る。例えば、カメラは、第１の被写界深度で画像を撮影もしくはキャプチャし、そして同
時または連続的に第２の被写界深度で画像をキャプチャする。通常、各焦点は、それぞれ
対応する奥行き平面に位置する。そのような対応する奥行き平面における画像キャプチャ
は、フレーム毎および／またはピクチャ毎に行うことができる。また、所望される場合、
当該画像キャプチャにより場面における動きの有無が決定される。
【００１４】
　例を続けると、前景が第１フレーム群の焦点にあり、背景が第２フレーム群の焦点にあ
るように、画像がキャプチャされる。したがって、平面的な配置ではないが、多数の被写
体が単一の奥行き平面の焦点にあるように見られることになる。
【００１５】
　第１と第２のフレーム群は交互配置されて、表示装置上に表示される出力ストリームを
形成する。このように、前記表示装置は、出力ストリームを表示するとき、焦点の変化に
より異なる奥行き平面を有する、静止画または動画のフレームおよび／またはピクチャを
表示する。実際には、２つのフレーム群、ピクチャ群および／または／画像群を有する出
力ストリームにおいては、当該ストリームは第１と第２の焦点の間で異なり、それによっ
て、３次元画像の錯覚を生み出す。いくつかの実施形態においては、中間フレームを挿入
して前記出力表示に含め、第１と第２のフレーム群の間の移行を滑らかにする、もしくは
、ピクチャ間および／または画像間の移行を滑らかにする。
【００１６】
　出力ストリームを生成するためにキャプチャまたは交互配置されたフレーム群の数（例
えば、焦点の数）によって、前述の画像の３次元性が制限される場合があることが認識さ
れるべきである。したがって、異なる焦点、明度および／または被写界深度でより多くの
フレームがキャプチャされればされるほど、表示装置上で実現される３次元効果の精度が
増すことになる。また、一つの場面の画像キャプチャからの多数の画像および／またはピ
クチャが一緒に表示されるように出力ストリームが構成されることも認識されるべきであ
る。すなわち、連続したピクチャ中の一つのピクチャのみが特定のピクチャ群によっても
たらされるという要件があるわけではない。これらの概念は、より詳しく以下で述べられ
る。
【００１７】
　本明細書で使用される「表示装置」という用語は、一般にテレビ受像機、プロジェクタ
ー、コンピュータ・ディスプレイ、モバイル装置の表示面、ヘッドアップ表示機、ビデオ
眼鏡といった、視覚情報を表示することができる任意の電子機器を指す。「カメラ」は、
静止画像および／またはビデオ画像をキャプチャできる任意の装置を包含し、そのような
画像は、１若しくはそれ以上のフレームを有する１若しくはそれ以上のピクチャを含んで
いる。画像はデジタルまたはアナログの領域でキャプチャされ、視聴者に対する表示のた
めに適切なフォーマットに変換される。上述したように、「フレーム」は、フレーム、フ
ィールド、あるいはそれらに限らず、単一の画像やビデオを指す。多数のフレームは、動
画シーケンスや、所定時間継続する静止画像（つまりピクチャ）を生成するために合成さ
れる。多数のピクチャは「映画」を生成するために合成される。本明細書の目的において
「映画」は静止画と動画の両方を含む。
【００１８】
　本明細書で使用される「出力ストリーム」は、それぞれ異なる奥行き平面、焦点、およ
び／または明度に対応する、多数のフレーム群および／またはピクチャ群から生成される
任意の視覚データを含む。したがって、表示前に、デジタル化され、多重化され、あるい
は処理される場合もあるが、通常、出力ストリームは、最終的には所定の形式の表示装置
上に表示されることを意図している。異なる実施形態において、アナログ・フィルムおよ
びデジタル・データの両方が出力ストリームとなる。
【００１９】
　ＩＩ．ヒトの眼と表示装置の特徴
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　一般に、ヒトの眼は、両眼転導、順応、縮瞳／散瞳として知られている、相互に連結し
た動きを通して、その焦点を制御する。これらの３つの動きが協働することにより、特定
の距離における特定の物体に眼の焦点を合わされ、眼の焦点が決定される。本明細書に記
載された実施形態は、眼の焦点を合わせる動き、および再度焦点を合わせる動きを利用し
て、２次元の表示装置に示された画像の操作を介し、３次元的な視覚経験をシミュレート
する。
【００２０】
　「両眼転導」は両眼が反対方向に同時に動くことをいい、両眼視を提供するために生じ
る。輻輳は、眼の現在の焦点深度より近い物体を見るための、両眼が互いの方向へ近づく
動きのことであり、開散は、さらに遠くの物体を見るために両眼が互いに離れる動きのこ
とである。一般に、物体を見るとき、ヒトの眼は垂直軸の周りを回転して網膜の中心に物
体を維持する。したがって、輻輳は通常、両眼が互いに近づく方向に回転することであり
、開散は両眼が互いに離れる方向に回転することである。
【００２１】
　「順応」は、それぞれの眼のレンズの曲率を変化することにより眼の焦点を再度合わせ
る動作のことである。眼の毛様体筋は、レンズに圧力を加えたりレンズを弛緩させたりす
るように作用し、それによって、遠位から近位までの眼の焦点の変化が促進される。通常
、両眼転導によって順応がなされ、その逆もまた同様に行われる。
【００２２】
　眼中の瞳の収縮は縮瞳と呼ばれ、瞳の拡張は散瞳と呼ばれる。眼に入る光量を制御する
ことに加えて、縮瞳／散瞳の作用によって眼の焦点合わせが促進される。つまるところ、
瞳の収縮や拡大は、瞳孔を変化させるように作用する。瞳孔が変化すると、眼の被写界深
度は同様に変化する。
【００２３】
　考察を続けると、１０度にわたる両眼転導は、２００ミリ秒未満の反応時間の後、約４
０ミリ秒生じる。同様に、順応は、３５０ミリ秒の反応時間の後、約５６０～６４０ミリ
秒で生じる。眼の動きの速さおよび上述の反応時間は、視覚刺激の性質に応じて、個々人
によって異なることに注目されたい。例えば、サッカードが起こる場合、（例えば、反応
時間が縮小されて）順応がより素早く始まる場合もある。それ故、これらの数値は説明の
ためにのみ用いられる。
【００２４】
　一般に、現在の表示装置は様々なリフレッシュレートで動作する。ＮＴＳＣビデオ規格
に準拠する表示装置は毎秒およそ３０フィールドの約６０Ｈｚ信号で出力する。ＰＡＬビ
デオ規格に準拠する表示装置は、毎秒２５のフィールドが交差する５０Ｈｚのリフレッシ
ュレートを用いる。ほとんどの映写機は、毎秒２４フレームを表示する。対照的に、デジ
タル出力ストリームを受け入れる表示装置の多くは、より高いフレームレートで動作する
。例えば、ＬＣＤコンピュータモニタはしばしば６０＋Ｈｚのリフレッシュレートを有し
、リフレッシュごとに一つのフレームを表示する。さらに、ＬＥＤモニタは、一般にリフ
レッシュレートが最低２４０Ｈｚであり、２０００Ｈｚもの高いリフレッシュレートを有
することが可能である。表示装置は、さらに速いリフレッシュレートで動作して、毎秒当
たり、より多くのフレームを提供するように構成される場合もある。
【００２５】
　ＩＩＩ．異なる奥行き平面を有する画像のキャプチャ
　図１Ａは、サンプル環境における画像をキャプチャするシステムの一例を図示する。カ
メラ１００は、調節可能な口径を有するレンズ１０５を含む。前記口径を調節すると、前
記カメラ１００の焦点が合わされる奥行き平面が変化する。したがって、前記カメラ１０
０は、焦点Ｆａ１２０でヒトに対して、焦点Ｆｃ１３５で木に対して、それらの中間の任
意の場所に焦点を合わすことができる。前記カメラ１００は、口径が撮影時刻Ｔ１におい
て奥行き平面にヒトが配置されるように設定されるレンズ１０５を有する。前記口径は、
撮影時刻Ｔ２において奥行き平面に木があるように調節される。前記口径、ヒトと木との



(9) JP 2013-514004 A 2013.4.22

10

20

30

40

50

間の距離、その他の要因によって、ヒトは木を含む奥行き平面の外に存在する場合もある
。時刻Ｔ３で、前記カメラは、前記焦点Ｆａで確立された奥行き平面に戻る。したがって
、前記レンズ１０５の口径は、撮影されてる焦点が移行するように、画像をキャプチャし
ている間、好ましいレートと周期で変化する。このように、多数のフレーム群は、それぞ
れ異なる有効被写界深度の距離で、且つそれぞれ異なる奥行き平面で高速キャプチャされ
る。口径を変化させることによって異なる奥行き平面を生成することに加え、異なる奥行
き平面で画像をキャプチャするために、前記口径を維持した状態で前記カメラ１００の焦
点を変化させることができる。
【００２６】
　例えば、時刻Ｔ１とＴ２との間で、焦点Ｆａ１２０から焦点Ｆｂ１２５まで移行する場
合、図１Ｂに示されるように、平面ＦＡ１とＦＡ２のような中間の奥行き平面のフレーム
を前記カメラ１００はキャプチャする。これらのフレームは、ピクチャＰ２のようなピク
チャにグループ化される。これらの中間の奥行き平面の数は変わる可能性があり、各々は
通常は一意的なフレーム群に相当し、当該フレーム群は、焦点ＦａとＦｂで得られたもの
に加えて、ピクチャＰ３のようなピクチャとしてグループ化される。さらに、焦点Ｆａ１
２０よりも前記カメラ１００に近い焦点Ｆｏでフレーム群が撮影され、ピクチャＰ１とし
てグループ化される。もしくは、追加の奥行き平面上で定義される、追加のフレーム群や
ピクチャ群を提供するために、焦点Ｆｃ１３５よりもカメラから遠位でフレーム群が撮影
される。この例の目的のために、焦点ＦａとＦｃとの間にある焦点Ｆｂ１２５で定義され
る奥行き平面で第３フレーム群をカメラがキャプチャするとみなす。
【００２７】
　さらに図１Ｂで示されるように、フレーム群（例えばＦＯ，ＦＯ１Ａ，ＦＯ２Ａおよび
ＦＡ）を含むピクチャ（例えばＰ１）が他のピクチャ（例えばＰ２とＰ３）とさらにグル
ープ化され、ピクチャ群"ＧＯＰ"（例えばＧＯＰ１Ａ）を提供する。さらに、ＧＯＰは連
続するピクチャ群（例えばＧＯＰ１＃）と結合され、ＧＯＰ間の動きを補正する情報を提
供する。一実施形態においては、妥当な画質で映画が提供されている間に、毎秒あたり最
適なＧＯＰの数が提供され、動画や３Ｄ画像の生成が実現される。
【００２８】
　前記カメラ１００は移動しているわけではなく、前記レンズ１０５の口径、サイズを調
節しているだけなので、両ピクチャ群におけるキャプチャされた画像内の被写体や画像の
配置は略同一であるということに留意されたい。この例では、焦点が合わされる被写体は
変化するが、それらの被写体がキャプチャされた画像内にあるかどうかについては変化し
ない。仮に被写体が動いたり、カメラ１００が動いたりする場合は、各ピクチャ群におけ
る画像も変化することになる。
【００２９】
　時刻Ｔ１とＴ２の間の経過時間は時刻Ｔ２とＴ３の間の経過時間と同一である必要はな
いということにも留意されたい。つまり、前記カメラ１００の焦点は、ある焦点よりも長
い時間、特定の焦点に合わせられる場合もある。同様に、前記カメラが、一つの奥行き平
面で撮影するために、別の奥行き平面よりも長い時間が配分される場合もある。同様に、
前記カメラは、任意の好ましいシークエンスでフレーム、ピクチャおよびＧＯＰを繰り返
すように構成され、特定の３Ｄ、および望ましい動画特性を有する画像の生成を実現する
。例として、前記カメラは、焦点Ｆａ１２０で第１のピクチャ群における２つの画像を撮
影し、次に、焦点Ｆｂ１２５で第２ピクチャ群における３つの画像を撮影し、要求される
間はこの比率を継続する。同一の比率を含め、他の画像キャプチャの比率が使用されても
よいことも理解されたい。一般に、ある画像群に関連する比率の割合が高くなればなるほ
ど、以下に説明する３次元効果において奥行き平面がより強調される。
【００３０】
　図２は、図１Ａのカメラ１００によって、あるいは別の実施形態で行われる工程を示す
フローチャートである。最初に、工程２００では、各フレーム群に対する絞り設定が行わ
れる。この工程は、例えば、カメラの操作者によって実行される。各フレーム群を生成す
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るために用いられる絞り設定を特定することにより奥行き平面が定義され、カメラの操作
者は手動でカメラの絞りを調節する必要がなくなる。カメラ１００が特定の絞り設定を維
持する時間の長さも工程２００で特定されることを理解されたい。したがって、望ましい
場合は、特定のタイミング・スキームに従って、カメラがレンズ口径を調節する。
【００３１】
　工程２０５では、前記カメラ１００は第１の絞り設定で画像をキャプチャし、それによ
って、第１の連続したフレーム群の少なくとも一部を生成する。
【００３２】
　工程２１０では、前記カメラが第１の奥行き平面で画像をキャプチャする時間間隔が経
過したかどうかが決定される。図１Ａの例においては、この時間間隔は時刻Ｔ１とＴ２の
間の時間である。図２に戻り、工程２１０でチェックされる時間は、工程２００の間に設
定される。この時間が経過していない場合、工程２０５に戻る。特定の実施形態では、キ
ャプチャされるフレームの数が時間の代わりに設定される。
【００３３】
　工程２１０において適切な時間が経過したと判断された場合、工程２１５が実行される
。工程２１５では、レンズ１０５の口径は、第２の奥行き平面にカメラの焦点が合うよう
に調節される（例えば、奥行き平面は図１Ａの焦点Ｆｂ１２５によって決定される）。次
に、前記カメラ１００は、工程２１５の一部として第２の連続したフレーム群の少なくと
も一部をキャプチャする。
【００３４】
　工程２２０では、第２の時間間隔が経過したかどうかが決定される。工程２００で再度
特定される、この第２の時間間隔は、前記カメラ１００が第２の奥行き平面の画像をキャ
プチャする時間の長さを表している。工程２１０と同様に、時間経過に変えて一定のフレ
ーム数が特定されてもよい。この第２の時間間隔が経過していない場合、工程２１５で画
像をキャプチャし続けることになる。
【００３５】
　一方、第２の時間間隔が経過した場合、工程２２５が実行され、画像キャプチャシーク
エンスが完了したか否かが決定される。完了していない場合、工程２０５に戻る。完了し
た場合は工程２３０が実行される。
【００３６】
　工程２３０では、それぞれの連続したフレーム群を格納する（単にフィルムに基づいた
カメラではないと仮定した場合）。必ずしも必要ではないが、通常、それぞれの連続した
フレーム群は別々に格納される。任意の数のフレームが個別に、あるいはフレーム群、ピ
クチャ群、ＧＯＰ群もしくはそれ以外の形態で格納されることが考えられる。それぞれの
連続したフレーム群を別々に格納することにより、所定の場面を再撮影して特定の奥行き
平面で追加のフレームを取得する必要なく、エディターや他のコンテンツ作成者が特定の
シミュレートされた３次元効果を選択あるいは生成することができる。各シリーズ中の各
フレームは、エディターや他のコンテンツ作成者がシミュレートされた３次元効果を確立
するときに容易にフレームを相互参照できるように、タイムスタンプでタグ付される。
【００３７】
　カメラやカメラ制御装置に工程を実行させるようにプログラムする代わりに操作者が前
述の工程を手動で実行する場合もあることに留意されたい。そのような場合、操作者は、
工程２００を不要であるとして省くことができる。また、計算装置のような、外付けの制
御装置が、図２に示された方法を実行するように提供されてもよいことにも留意されたい
。前記外付けの制御装置は、前記カメラ１００と電気的に接続され、前述の機能を実行す
る。
【００３８】
　図２では、第１および第２の連続したフレーム群に関して、例えば２つの奥行き平面に
関して説明してきた。３つ以上の奥行き平面が、場合によっては、個別の連続したフレー
ム群、ピクチャ群およびＧＯＰ群とともに、定義されキャプチャされることを理解された



(11) JP 2013-514004 A 2013.4.22

10

20

30

40

50

い。そのような場合、第３、第４、・・・第Ｎの時間間隔および／または絞り設定が決定
され、工程２１５～２２０の工程と類似する工程が対応するフレーム群の各々に対して実
行される。通常は、反復工程が全て完了した後に、工程２２５が実行される。しかしなが
ら、より複雑な絞り設定およびタイミング設定が作成されて、当該反復工程の順序が変更
される場合もあることを理解されたい。
【００３９】
　さらに、多数の絞り設定を使用して、例えば２つの主要な奥行き平面の間の中間の奥行
き平面を決定してもよい。図１Ａに手短に戻ると、焦点Ｆｂにより定義された奥行き平面
は、そのような中間の奥行き平面の一つである。以下に説明するように、これらの中間フ
ィールドでキャプチャされた連続したピクチャ群を使用して、出力ストリームを生成する
際に２つの主要な奥行き平面の間の補間、あるいは移行が行われる。
【００４０】
　特定の実施形態においては、一連のフレーム群をキャプチャするときに、出力ストリー
ムの再生スピードを考慮することは有用である。例えば、全ての連続したフレーム群がキ
ャプチャされる全体的な速さは、ＮＴＳＣに準拠した表示装置の再生レートに一致するよ
うに、６０Ｈｚであってもよい。別の実施形態では、フィルムまたはＰＡＬ表示装置の表
示能力にそれぞれ一致するように、２４または５０といった、毎秒あたりのフレーム数が
異なるものをキャプチャする。これらの実施形態では、前記カメラ１００は様々な奥行き
平面で十分高速にキャプチャのサイクルを繰り返し、連続したフレーム群の各々が少なく
とも適切なレートでキャプチャされることを確実にする。例えば、カメラが、その絞り設
定を毎秒４００回（任意の数を使用）変更することができ、３つの別個の奥行き平面があ
るとし、第１と第２の奥行き平面より２倍長く第３の奥行き平面でキャプチャされている
とする（例えばａ１－１－２のタイミング）。そのような例において、前記カメラは、第
１と第２の連続したフレーム群を１００Ｈｚで、第３の連続したフレーム群を２００Ｈｚ
でキャプチャし、必要に応じて６０Ｈｚの出力に一致するようにフレームレートを下げる
。別の実施形態では、再生レートの倍数か分数でフレームをキャプチャして、引き下げ変
換の必要性を最小化または除去する。
【００４１】
　他の実施形態では、連続したフレーム群のそれぞれは、可変レートでキャプチャされて
もよい。例えば、連続したフレーム群から生成される出力ストリームがテレビ受像機で再
生される場合、再生スピードは毎秒あたり約６０フィールド、または６０Ｈｚであると推
定される。前記カメラは、各絞り設定でキャプチャされるフレーム数を示す、工程２００
で特定されるタイミングで、全ての奥行き平面にわたり毎秒６０フレーム未満のフレーム
数でキャプチャするように設定されてもよい。
【００４２】
　一般に、連続したフレーム群それぞれの画像キャプチャレートを毎秒約１６フレームよ
り大きい値に維持することは有用であり、これは、フレーム間の移行を滑らかにするため
のモーション・ブラー（ｍｏｔｉｏｎ　ｂｌｕｒ）技術を用いた映画、テレビ番組および
他のコンテンツにおけるフリッカーやジャーキネス（ｊｅｒｋｉｎｅｓｓ）をヒトの眼が
認識する際のしきい値に近い。
【００４３】
　ＩＶ．他の実施形態
　図３は、異なる奥行き平面を有する多数の連続した画像群をキャプチャするために使用
されるカメラ３００の代替実施形態を示している。図１Ａに示されるカメラ１００とは異
なり、このカメラ３００は、多数のレンズアレイ３０５、３１０、３１５を含んでいる。
それぞれのレンズアレイの口径は独立的に設定されているため、各レンズは異なる焦点１
２０、１２５、１３５に合わされて、連続したピクチャ群を異なる奥行き平面でキャプチ
ャする。前記レンズアレイは、従来のフィルム、あるいはデジタル形式により画像キャプ
チャを行うことを理解されたい。したがって、電荷結合素子の画像センサや他の適切なデ
ジタルセンサなど、前記レンズアレイは各々、別個のデジタルカメラ要素と結合される。
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【００４４】
　工程においては、前記カメラ３００は、図１Ａの前記カメラ１００と同様に動作する。
異なる絞り設定を有する多数のレンズ３０５、３１０、３１５を含んでいるため、前記カ
メラは、異なる焦点距離を切り換えることなく、連続したフレーム群それぞれを同時にキ
ャプチャする。したがって、図２に提示された工程は、図３のカメラ３００によっては実
行されない。例えば、工程２１０と工程２２０は実行されない。同様に、工程２００では
、タイミング情報は提供されない。
【００４５】
　各レンズ３０５、３１０、３１５は、前記カメラ３００面上の中点から等距離に配置さ
れることを理解されたい。したがって、各レンズを通してキャプチャされる連続したフレ
ーム群は互いにわずかにずれているが、個々のフレームの共通点にへの移行は、容易に実
行される。これは、既知の値に基づいた単純なＸ－Ｙ座標のシフトを通して行われるか、
もしくはより複雑な移行は前記レンズ間の異なる角度による画像の変化により行われる。
【００４６】
　Ｖ．出力ストリームの生成と送信
　様々な連続したフレーム群が一旦キャプチャされると、それらは一つの出力ストリーム
に結合され、両眼視を通して得られるような３次元的な視界をシミュレートする。本明細
書において出力ストリームを生成する工程を説明する。
【００４７】
　はじめに、カメラが、好ましいシーケンスで、それぞれの連続したフレーム群をキャプ
チャした場合、エディターによる介在は必要ではない。代わりに、様々な連続したフレー
ム群、ピクチャ群および／またはＧＯＰ群の最終シーケンスが既にキャプチャされており
、以下に説明するように、前記カメラ１００によりキャプチャされるデータは圧縮されて
送信されてもよい。これは、特に、スポーツイベントのような、ライブもしくはライブに
近い実況において有利であり、そのような実況はキャプチャされ、シミュレートされた３
次元効果が殆どあるいは全く遅延なく提供される。
【００４８】
　図２の工程２３０で説明したように、前記カメラ１００は、連続したフレーム群を個別
に格納したと仮定すると、エディターや他のコンテンツ作成者は様々な連続したフレーム
群を利用して、コンテンツストリームを生成することができる。簡略化のために、「エデ
ィター」という用語を本明細書中で使用するが、当該用語は、異なる奥行き平面、焦点、
明度、動き補正の程度および／または前述したものの組み合わせにおける、多数の連続し
たフレーム群、ピクチャ群、ＧＯＰ群から、手動、半自動および／または自動で出力スト
リームを生成する、任意のヒト、事業体、装置またはシステムを包含するように意図され
る。前記エディターは、キャプチャされたフレーム群、ピクチャ群および／またはＧＯＰ
群を精査し、前記出力ストリームの各セグメントに含まれるべき異なる奥行き平面の数を
選択する。
【００４９】
　また、エディターは、連続したフレーム群、ピクチャ群および／またはＧＯＰ群が表示
される長さ、または別の連続したフレーム群に移行する前に、所定の連続したフレーム群
内に表示される画像の数を選択する。本質的に、前記エディターは、要求に応じて、各奥
行き平面から取得された画像を関連付ける。特定の実施形態においては、前記エディター
は、２５分の１秒以内に連続したフレーム群の各々に戻るように出力ストリームを生成し
てもよい。ヒトの視覚システムでは通常、約２５分の１秒間残像が残るので、この時間以
内の連続したフレーム群の間の移行、つまり各奥行き平面間の移行により、それぞれの平
面で残像の錯覚が促される。これは、同様に、視聴者により体験される３次元の錯覚を高
めるものである。
【００５０】
　この過程の間、前記エディターは、毎秒あたり特定のフレーム数など、連続したフレー
ム群の各々が最低限の表示レートを確実に維持することを望むかもしれない。それにより
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、表示レートが最低限維持されない場合、単一の奥行き平面を示す連続したフレームおよ
び／またはピクチャの移行時の間、またはフレームおよび／またはピクチャの移行時の間
に生じる可能性のあるフリッカーが、生成される出力ストリームから最小限になるかある
いは除去される。しかしながら、任意の単一のフレーム群および／またはピクチャ群から
取得され、連続して表示される画像の数に上限や下限はない。一般に、連続したフレーム
群および／またはピクチャ群から画像が毎秒あたり多く表示されればされるほど、シミュ
レートされた３次元の視界において対応する奥行き平面がより強調される。
【００５１】
　一実施形態において、一旦、前記エディターにより画像を好ましい出力ストリームに構
築されると、当該画像は圧縮される。他の実施形態においては、フレーム、ピクチャおよ
び／またはＧＯＰはカメラにより圧縮され、解凍され、画像編集のために必要に応じて、
圧縮されたフレーム、ピクチャ、ＧＯＰおよび／または映画を供給するために再度圧縮さ
れる。一般に、出力ストリーム中の個々のフレームやフィールドは、任意の標準圧縮技術
によって圧縮される。例えば、出力ストリームは、Ｉフレーム、ＰフレームおよびＢフレ
ームに分離され、ＰフレームとＢフレームは基準Ｉフレームから変更されたデータのみを
符号化する。Ｉフレーム、ＰフレームおよびＢフレームの使用は周知であり、特にＭＰＥ
Ｇ－１とＭＰＥＧ－２のビデオコーディングと圧縮に関してよく知られている。同様に、
出力ストリームは、Ｈ．２６５／ＭＰＥＧ－４コーデックに準拠して、各フレーム内でマ
クロブロックにセグメント化されるか、あるいは各フレーム内でスライスに分割される。
システム特性の要求に応じて、フレーム、ピクチャおよび／またはＧＯＰのレベルで圧縮
が行われてもよい。
【００５２】
　圧縮の間、同一の連続したフレーム群内の画像の間を補間するだけでなく、連続したフ
レーム群、または奥行き平面の間の変化を補正する、Ｐフレーム（またはマクロブロック
、あるいはスライス）および／またはＢフレーム（またはマクロブロック、あるいはスラ
イス）が決定されてもよい。したがって、連続したフレーム群が圧縮されることにより、
当該フレームに表示される被写体の動作が生成されるように、圧縮により、前記出力スト
リームに隣接するが、異なる奥行き平面を表示するフレームのデータサイズが縮小される
。例えば、図１Ｂを参照すると、フレームＦＯはＩフレームとして符号化され、フレーム
ＦＡはＢフレームとして符号化され、フレームＦ０１ＡおよびＦ０２ＡはＰフレームとし
て符号化される。同様に、ピクチャＰ１は、ピクチャＰ２からＰ３に関してさらに圧縮さ
れ、ＧＯＰ１Ａは（ＧＯＰの）Ｉフレームを表し、ＧＯＰ１＃は（ＧＯＰの）Ｂフレーム
を表す。当業者であれば、情報の損失を伴わない、もしくはほとんど情報の損失を伴わな
いフレーム、ピクチャ、ＧＯＰのデータ圧縮は、映画全体を通してフレーム（例えば、ピ
クチャＰ２とＰ３の両方でＦＢが生じる）、ピクチャおよび／またはＧＯＰの繰り返しに
より実現される。したがって、出力ストリームが異なる連続したフレーム群からの画像間
を高速移動するとき、異なる奥行き平面または焦点に起因する画像の変化に基づき既知の
技術に従って画像が圧縮される。
【００５３】
　必要または要求に応じて、ピクチャおよび／またはＧＯＰの間、もしくはフレームの間
でさえ、奥行き平面および／または焦点の変化が生じ、特定のシミュレートされた３次元
効果が実現される。
【００５４】
　本明細書で記載されるように、出力ストリームもしくは映画は、多数の連続したフレー
ム群、ピクチャ群および／またはＧＯＰ群を含み、それぞれは視聴者に動きを伝える。エ
ディターやコンテンツ提供者が、出力ストリームにおけるフリッカーや画像の乱れ、ぎこ
ちない動きの影響を回避したい場合、出力ストリームが、標準のテレビ受像機、フィルム
もしくは他の視聴覚信号よりも高いフレームレートを有することが有利である。それ故、
いくつかの出力ストリームは、インタレース方式でない毎秒６０フレームから毎秒２００
０フレームもの高いレートまでの範囲で符号化される。出力ストリームのフレームレート
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を増やすことによって、望ましくない表示効果を誘発することなしに多数のフレーム群、
ピクチャ群、ＧＯＰ群からの画像や、多数の奥行き平面を示す画像を使用することができ
る。これは、出力ストリームをネットワークに伝送するために要求されるバンド幅を増や
すかもしれないが、（上述した）圧縮は全体的なバンド幅を減らすことになる。
【００５５】
　出力ストリームの圧縮は選択的であることに留意されたい。同様に、出力ストリームは
、標準または従来の２次元の表示装置に表示されるように構成され、それによって、表示
装置に３次元画像をシミュレートするように構成されることにも留意されたい。ピクチャ
および／またはＧＯＰは、受信機により復号化され、上記の方式で表示装置に表示される
、単一の出力ストリームを生成するために使用される。したがって、本明細書に記載され
た実施形態を実施するために多数の出力ストリームを必ずしも必要としないことが理解さ
れるべきである。
【００５６】
　被写界深度が変化するピクチャは、カメラ１００の口径の変化に基づいてキャプチャさ
れる（フレームが生成される）のみでなく、動的にカメラの焦点を移動させることによっ
てキャプチャされる（フレームが生成される）。このように、被写界深度は、レンズの口
径が変化しなくとも、焦点に応じて変わる。例えば、カメラに向かって動いている被写体
を追跡する場合、カメラの焦点は当該被写体に維持されている場合もある。したがって、
被写体が動くにつれて、カメラの焦点と共に被写界深度は変化する。同様に、第１のピク
チャは、車と背景の両方を維持する広い焦点を有しており、一方、第２のピクチャは、よ
り車に焦点が絞られているため、背景が焦点外となる。これらの画像は同じ焦点（例えば
車に）を有しているかもしれないが、被写界深度は異なる。
【００５７】
　これらの異なる被写界深度および／または焦点を有するピクチャをキャプチャすること
により、口径の変化によって達成される可変の焦点に関連して上記で説明した出力ストリ
ームと同様に、出力ストリームを生成することができる。異なる焦点と絞り設定を有する
ピクチャの組み合わせを使用して、出力ストリームを生成することができることを理解さ
れたい。
【００５８】
　図４は、エンドユーザによる閲覧のために出力ストリーム４００の送信を許可する一般
化された環境を示す。前記出力ストリーム４００は、一旦圧縮、デジタル化、多重化され
、および／またはそうでなければ構成されて、コンテンツ提供者４０５から受信機４１０
にネットワーク４１５を介して送信される。ネットワークは、衛星システム、ケーブルシ
ステム、インターネット、あらゆる他の有線、無線もしくはハイブリットネットワークな
どの任意の適切なタイプのネットワークである。前記コンテンツ提供者４０５は、特定の
実施形態では、ネットワーク４１５を制御するが、他の実施形態では制御を行わない。し
たがって、例えば、前記コンテンツ提供者は独占的な衛星システムを介して出力ストリー
ムを送信する衛星事業者であってよい。別の実施形態において、前記コンテンツ提供者４
０５は、インターネットを介してストリームを送信するサーバであってよい。他のオプシ
ョンとして、本明細書で説明する出力ストリームは、ブルーレイディスク、デジタル多用
途デスクなどの記憶媒体上で符号化される。
【００５９】
　前記受信機４１０は、出力ストリーム４００を受信、認識および／または処理するよう
に構成された任意のタイプの装置であってよい。例えば、前記受信機は、セットトップ・
ボックス、ケーブル・ボックス、コンピュータ、携帯情報端末や携帯電話を含む携帯装置
などであってよい。通常、前記受信機は、表示装置４２０と接続されるか一体化される。
【００６０】
　ＶＩ．出力ストリームの表示と視界
　前記受信機４１０は、前記出力ストリーム４００を復号化し、エンドユーザによる閲覧
のために、前記出力ストリーム４００を表示装置４２０に送信する。表示される出力スト
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リームは異なる奥行き平面の画像間をシフトする。前記出力ストリームが前述のようにシ
フトすると、エンドユーザは、両眼転導および／または順応を通して眼の焦点を再度合わ
せ、焦点の変化に適応する。以下により詳細に説明するように、表示された出力ストリー
ムの全体あるいは一部の明度を変化させることにより同様の再焦点効果が実現される。
【００６１】
　奥行き平面の間を十分に早くシフトさせることにより、ユーザの眼は両眼視で行われる
ように、多数の奥行き平面を同時に認識する。同様に、これにより、前記表示装置４２０
の２次元表面上で３次元像がシミュレートされる。前記出力ストリームにより提示される
異なる奥行き平面に対してエンドユーザの眼が４０ミリ秒程度で素早く適応する限り、ユ
ーザの脳は様々な奥行き平面が同時に見えるという誤った認識を行うため、奥行きの錯覚
が生じる。
【００６２】
　明度
　可変奥行き平面を有するフレームは実質的に同じ画像を表示するが、当該画像のうち異
なる要素に焦点が合わされていることを理解されたい。これは、前記表示装置４２０上に
３次元効果を生成することを支援する。例えば、図５は、表示装置４２０に連続して表示
される３つのフレーム５１０、５２０、５３０を示している。各フレームは、実質的に同
じ要素（この例ではヒト５００および木５０５）を表している。ヒトと木は異なるフレー
ム群でキャプチャされ、異なる奥行き平面にある。一般に、前記画像５１０は、図１Ａの
焦点Ｆａ１２０に対応し、画像５２０は焦点Ｆｃ１３５に対応し、画像５３０は焦点Ｆｂ
１２５に対応する。
【００６３】
　時刻Ｔａでは画像５１０が表示される。この画像では、前記ヒト５００には焦点が合わ
されているが、前記木５０５には焦点が合わされていない。時刻Ｔｂでは、画像５２０が
表示装置４２０に表示される。前記画像５２０が中間の焦点Ｆｂに相当する場合、前記ヒ
ト５００および前記木５０５の両方に焦点が合わされる。次に、時刻Ｔｃでは、画像５３
０がエンドユーザに表示され、ヒトではなく木に焦点が合わされるいるので、焦点Ｆｃに
対応している。
【００６４】
　前記ヒトおよび前記木は３つの画像全ての中で同じ大きさに見えるが、被写界深度が変
化するので、３次元の錯覚がエンドユーザにより体験される。
【００６５】
　画像間の移行をより滑らかにするために、Ｐフレーム５１５および／またはＢフレーム
５１７が前記第１の画像５１０と前記第２の画像５２０との間に表示されることに留意さ
れたい。同様に、Ｐフレーム５２５および／またはＢフレーム５２７は、前記第２の画像
５２０と前記第３の画像５３０との間の移行を促進する。各一対の画像間で一つのＰフレ
ームと一つのＢフレームのみが示されているが、必要もしくは要求に応じていずれのフレ
ームの形式においても複数のフレームが使用されてもよい。
【００６６】
　また、前記受信機４１０の復号速度と前記表示装置４２０のリフレッシュレートが十分
である限り、標準の受信機４１０および表示装置４２０が出力ストリーム４００の復号化
および表示に使用できることに注目されたい。
【００６７】
　ＶＩＩ．明度調節
　特定の実施形態において、表示装置の表示データは、異なる焦点深度を有するフレーム
、および／または口径の変化を含むだけでなく、可変明度を含む。表示ストリーム（例え
ば、受信機による出力ストリームを処理することにより生成されるデータストリーム）は
、選択的にフレーム毎に表示装置の明度を変更する命令を含むことがある。明度の変化に
より、ヒトの瞳は収縮したり拡張したりするので、明度の変化が、本明細書に記載された
３次元効果を高めたり促進したりするために用いられることがある。
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【００６８】
　一般に、現代の表示装置は、ユーザの命令や周囲の光条件に応答して明度を変化させる
ことができる。いくつかの実施形態においては、周囲の光の変化やユーザ入力とは関係な
く、出力ストリームの一部として明度を調節する命令を含む。このように、追加の視覚効
果が達成されたり、前述の視覚効果が増強される。
【００６９】
　そのような明度の変化は画像全体に対して行われるか、若しくはピクセル毎に行われる
。例えば、後者は、視聴者が焦点を合わせるべき表示上の特定の要素や被写体をさらに強
調するために有用である。明度の変化は、フレーム内の特定のピクセルの協調、または非
強調を行うためにデジタル的に生成されるか、若しくは動的な照明および／またはフィル
タリングの使用を通じてアナログ的に生成される。
【００７０】
　ＶＩＩ．結論
　焦点の変化、口径の変化、明度変化、被写界深度の変更などを使って、３次元効果を生
成、増強、促進、またはシミュレートする実施形態について説明してきた。任意の若しく
はこれら全ての方法が、従来の２次元表示装置に表示される、シミュレートされた３次元
画像を生成、および／または増強するために一緒に用いられることを理解されたい。した
がって、例えば、特定の実施形態では、異なる被写界深度、焦点、明度が全て一緒に作用
するフレームおよび／またはＧＯＰを含む出力ストリームが生成および／または処理され
、それにより、ヒトの眼には３次元画像を認識しているという錯覚が生じる。前記出力ス
トリームを構成するために用いられる（同様に、従来の２次元表示装置上で表示する表示
ストリームを生成するための出力ストリームを使用するために）用いられる厳密な技術は
実施形態により異なる。
【００７１】
　前述の記載では特定のシステム、実施形態、および方法について説明してきたが、本文
書を一読した当業者であれば、代替実施形態を想到することが可能であることを理解され
たい。例えば、十分に遠い多数の奥行き平面を有する出力ストリームを生成する際、個々
のカメラが各奥行き平面をキャプチャするために用いられ、単に互いに接近して配置され
てもよい。そのような実施形態においては、各カメラによりキャプチャされた各画像は、
共通の原点に対して変換される。また、さらに別の実施形態では、図３のカメラ３００は
、各レンズ３０５、３１０、３１５を通して、最終の出力ストリームに示された視界より
広い視界をキャプチャし、連続したピクチャ群の非重複部分はクロップされる。
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